平成２７年度　ＫＥＭＳ外部環境監査結果への対応

	
	担当部署
	監査員からの意見及び提言
	担当部署の対応

	１
	協働推進課
	新設される柏市文化・交流施設において，協働のまちづくり活動の中で行政，市民，企業，各種団体などとの連携を通じて，環境配慮行動の呼びかけ，発信にも考慮した工夫をお願いします。
	　協働のまちづくりを推進するため，柏市文化・交流複合施設で事業等を実施するにあたり，事業の実施主体及び参加者に対し，環境配慮行動の呼びかけ，発信に努めます。

	２
	協働推進課
	　世界平和は地球環境保全にもつながっていますので，平和事業において，そのような環境マインドの発信も考慮するようお願いします。
	平和を思う気持ちは，人を傷つけない，物を大事にするという気持ちにも通じているため，平和啓発をとおして自然環境・地球環境保全に思いを馳せることができる市民を増やしてまいります。

	３
	協働推進課
	　国際化において地球環境保護は世界共通の課題であり，海外都市と気候変動，生物多様性などの環境面でのつながりも考慮するようお願いします。
	現在は青少年交換派遣が主流であるため，文化交流・経済交流がメインとなっているが，将来的にお互いの機運が高まれば，環境面での交流も視野に入れていくことを検討してまいります。

	４
	動物愛護

ふれあい

センター
	　医薬品の取り扱いも有りますので，処理や管理は適正になされているようですが，毒物・劇物の保管場所の表示をお願いします。
	保管場所には毒物・劇物の表示を掲示することとした。

	５
	地域健康

づくり課
	　地球温暖化対策における観点から，環境保全にもつながる重要な活動でありますので，ウォーキングパスポートの発行及び手賀沼ふれあいウォーク開催の事務事業登録の検討をお願いします。
	　外出促進・運動習慣づくりの推進として，ウォーキング関連事業の事務事業登録を検討します。



	６
	環境政策課
	　各部署の環境改善テーマの平成27年度までのＫＥＭＳ事業登録については，登録対象部署数に比べると登録数はまだ少数であり，内容的にも緑のカーテンに偏る傾向が見受けられます。一因としてＫＥＭＳの3章1管理対象に比べて，同２　運用管理（２）アで定めている目標の範囲が特化されていることが考えられます。

　今後，更に活動を活性化してレベルもう一段上げる為に，各部署の事業や業務の中で環境改善に係わるテーマ（省資源などの直接的な環境負荷低減，効率向上などの間接的な環境改善，市民や事業者への環境行動の呼びかけ）を登録し易くするように，規定内容や運用方法の見直しをお願いします。
	ＫＥＭＳ事務事業の登録数を増加させるために，平成２８年度より事務事業シートの様式を変更し，登録の仕方を変更するなど，運用を見直すことを検討します。

	８
	環境政策課
	　庁内消費電力削減に対し「ＫＥＭＳ目標未達事由報告書」が作成されていますが，原因を更に掘り下げ，真の問題点の追究を行い，その問題を一つ一つ改善していただくようにお願いします。
	各所属に対して，「ＫＥＭＳ目標未達事由報告書」の作成にあたっては，より具体的に原因を記載し，改善策を記載するよう周知することを検討します。

	９
	環境政策課


	　ＫＥＭＳの５章年間スケジュールでは，法的要求事項の変更及び確認は9月に行うことになっていますが，4月より施行の場合は対応が遅れてしまう恐れがありますので，ＫＥＭＳ法的要求事項の変更は年度開始以前に行うなど，変更内容の実施確認が適切な時期に実施できるように改善をお願いします。また，フロン排出抑制法に定められた業務用空調機の対象と簡易点検の実施状況を早急に確認してください。
	フロン排出抑制法については，各施設所管課に責任を持って対応して頂くよう周知しており，その結果を法的要求事項により年１回報告していただき，実施状況を確認しています。

	１０
	環境政策課
	　ＫＥＭＳの7章では，研修の種類として①管理者研修　②職場研修　③特定業務従事者研修を定めていますが，平成27年度の「研修年間計画書」には①及び③が記載されていません。着実に研修を実施するために計画書に①③の項目を記載し，当該年度に計画しない場合は，その旨を明記することなどを検討してください。

　②の実施時期はＫＥＭＳの5章には5月と定めていますが，「研修年間計画書」には随時と記載され整合していませんので整合化をお願いします。
	本編に定める全ての研修及び実施予定の有無について，研修年間計画書に明記します。

　また，実施時期についても原則５章に定める時期に行うことを計画書に記載し，実施時期に変更のある場合は，その理由も明記することで整合性を図ります。

	１１
	環境政策課
	　特定業務従事者は移動などにより変更になる場合もありますので，可能な範囲で定期的に対象者を把握して，着実な特定業務従事者研修の実施とフォローアップをお願いします。
	前年度の特定従事者研修実施報告と比較し，受講者数に変化のある場合は確認するなどし，対象者を把握できるよう努めます。

	１２
	環境政策課
	　外部環境監査では，各部署の責任者へのインタビューを行っていますが，可能であれば他の方のお話も少し聞かせていただける機会を頂けると更にいろいろな提言につながる可能性もあると思われますので，ご検討をお願いします。
	責任者及び環境管理推進員以外の職員にも，通常業務の支障にならない範囲で，インタビューへの協力依頼をすることを検討します。

	１３
	環境政策課
	　各部署の環境改善テーマの平成27年度までのＫＥＭＳ事業登録については，登録対象部署数に比べると登録数はまだ少数であり，内容的にも緑のカーテンに偏る傾向が見受けられます。一因としてＫＥＭＳの3章1管理対象に比べて，同２　運用管理（２）アで定めている目標の範囲が特化されていることが考えられます。

　今後，更に活動を活性化してレベルもう一段上げる為に，各部署の事業や業務の中で環境改善に係わるテーマ（省資源などの直接的な環境負荷低減，効率向上などの間接的な環境改善，市民や事業者への環境行動の呼びかけ）を登録し易くするように，規定内容や運用方法の見直しをお願いします。
	ＫＥＭＳ事務事業の登録数を増加させるために，平成２８年度より事務事業シートの様式を変更し，登録の仕方を変更するなど，運用を見直すことを検討します。

	１４
	手賀中学校
	　様々な機会を作り環境保全，環境教育の実施を行なっていることがよくわかりました。生徒たちの学習環境はもちろん，エコウォークなどの取り組みから地域の中に学校があると感じました。生徒たちを通して大人たちへの環境教育にもつながる側面があり，このすばらしい取り組みを広く知ってもらうことで同じような活動が広がっていくのではないかと考えます。
	


